
School of Business Administration, Hitotsubashi University

「一橋ビジネスレビュー」の今

研究・イノベーション学会「大学経営研究懇談会」

2023/2/3

吉岡（小林）徹 t-koba@iir.hit-u.ac.jp

一橋大学 イノベーション研究センター



今日の内容

• 一橋ビジネスレビューの昔

• 一橋ビジネスレビューの今

• 理想論

• 悩み

• ※ここでお話する内容は、一編集委員としての個人の見解
です。
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一橋ビジネスレビューの昔
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1944年
東京商科大学
産業能率研究所
発足

1949年
一橋大学
産業経営研究所

1953年
『ビジネスレビュー』
創刊

2000年
『一橋ビジネスレビ
ュー』創刊

東洋経済新報社との連携で創刊。「理論と実践を

つなぐ唯一の架け橋として21世紀の経営学を

リードする」ことを目指し、当初は企画体制は日本

の代表的な研究者とすることが意識されていた
（画像出所）東洋経済新報社



一橋ビジネスレビューの今：雑誌の概要

• 季刊 ¥2,200

• 特集記事5〜7本

• 研究者の研究紹介、実務家の

解説

• 連載1〜2本

• 研究者の研究レビュー

• インタビュー記事1本

• ケーススタディ1〜2本

• 査読付き論文0〜稀に1本
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（画像出所）東洋経済新報社



一橋ビジネスレビューの今：記事の例
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（画像出所）東洋経済新報社



一橋ビジネスレビューの今：企画・編集体制

• 企画
• 編集長（米倉誠一郎教授）

＋一橋大学イノベーション研究

センター所属教員(9名）

＋同経営管理研究科のイノベ

ーション系研究者数名が中心

• 東洋経済新報社の担当編集者

が加わる

• ロジ

• 執筆者対応：同センターの助手

• 編集・校正：東洋経済新報社

6

（画像出所）米倉誠一郎Webサイト、一橋大学イノベーション研究センター



一橋ビジネスレビューの今：
経営学内の傾向と一橋ビジネスレビューの位置づけ
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• 理論重視

• 実証重視

• 記述重視

• 定性

• 定量

• 実務への貢献

• 学術への貢献

企画メンバーの志向

• （理論重視・実証重視）×（定性・定量）×（学術への貢献）

ビジネスレビューとして好まれるのは

• （記述重視・理論重視・実証重視）×（定性・定量）×（実務への貢献）

とくに実証研究では論文単位の

実務への貢献が小さくなる

× ×

私見



理想像：ターゲット層と顧客価値

• ターゲット層

• 経営者、役員、上級管理職層 （約500万人：国勢調査）

• 実質：…のうち、潜在的なビジネススクール学生層（年代×学ぶ意欲
→最大で100万人、実質は50万人くらいか？）

• 顧客価値

• 経営の知的レベルの向上のうち、知識創造に関わる知的能力の支援

• × 短期的な情報やノウハウ

• 「読者に３カ月をかけて一冊の論文集をじっくりと読みこなしてほし

い」
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理想像：書き手としての大学研究者への価値

9

知識の土壌を創る学者
（理論研究者）

理論を確かめ補強する
学者（実証研究者）

体系的な成果を社会に
伝える学者

（Boundary-spanner）

将来の実務家・研究者を
育てる学者（教育者）

社会からの知見

知識を体系化する学者
（統合者）体系化の

素材を

提供

実証の

課題を

提供

社会から

の研究へ

の好感を

醸成

講演の種

を提供

授業の種

を提供研究の素

材を提供

次世代の学者/

社会からの知

見の芽を発掘

（画像出所︓Flaticon）



悩み① 理念に沿った記事を書ける人が限られている

• 筋が通っていて、しかも普遍性の高い話を1.5万字書くこと
は簡単ではない

• 研究者でもそもそも論文を書ける人が限られている

• ごく僅かな人が多数の論文、書籍を創出（Lotkaの法則）

• しかも実務家にもわかりやすく書ける人は限られている

• 実務家も同様に限られている

• 霞が関の「ポンチ絵」文化、企業の「1頁要約、箇条書き」文化の影響？

• ビジネス誌として出そうとすると、企画時点での調整、手直

しが必要になることがある
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プロの編集者のおかげで、品質の管理が

できていることが一橋ビジネスレビュー

の良い点



悩み② 大学に対する規範的要請、政策的要請

• 若手に査読付き論文重視の文化が浸透しつつある

• …といっても経営学では、

教員枠の空き（＝定年）＞優秀な博士課程修了生

という印象

• おそらく単純なランキング志向、序列志向が動機ではない

• 肌感覚での若手の査読付き論文重視の動機

• 「海外の研究が活発化し、緻密な研究が積み重なっている中、キャッ

チアップをするためにも世界の目に触れられる成果を出したほうが

よい」
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一方で、質の高い海外英文査読付き

論文を出そうとすると、実務向けの

貢献をする時間は減る



悩み② 大学に対する規範的要請、政策的要請
〜一橋個別の事情〜

• 大学が指定国立大学法人になった（2019〜）

• 全学レベルでは英文査読付き論文数が重視

• 英文査読付き論文×被引用数に給与インセンティブ付与（2021〜）

• 部局がビジネススクールとしての国際認証を受けるように

なった（2021〜）

• 部局レベルでも英文査読付き論文数が重視（ただし、5年に1本、かつ、

高い質は問わない）
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総論としての悩み：社会科学分野での特定大学の
学術誌の立ち位置の難しさ

• 研究成果のアウトリーチならば

• 書籍のほうが規範的に重視される

（→ただし書籍の執筆は論文以上に大変。その中間として機能か？）

• 大胆な研究成果の公開の場ならば

• 海外の査読付き論文でも通りうる（通らないというのは、論理性と

academic writingのスキル不足）

• どうしても難しければプレプリントサーバー(SSRNなど）で十分

• 若手の育成の場ならば

• 国内学術誌がその役割をすでに担っている

• 海外学術誌・学会のほうが熱心である分野も（経営学はそう）
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総論としての悩み：限られた資源をどう配分するか？

• 「時間」は最大の資源

• 投下した資源に対して得られる成果（return on investment)

は強く意識するべき

• 徐々に事業の存続が苦しくなる

→手を広げる

→忙しいので質が下がる

→当該事業の存続が更に苦しくなる

→…

という悪循環になりがちではないか？
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